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○地域に根ざし、地域に親しまれ、地域と
ともにある児童館を目指します。 
○地域の各種団体と連携し、情報を共有し
ながら、地域の子育て支援に貢献します。 
○利用者のニーズを把握し、利用者に寄り
添った活動を行います。  

○異年齢集団を活かした活動を通し、児童が主体
的に活動できるよう援助します。  
○児童や保護者にとって安心できる居場所となる
ように、生活の場を確立します。 
○児童や保護者との信頼関係を築き、それぞれの
家庭の状況に合わせた支援を行います。 

成
果 

○乳幼児クラブや子育てパワーアップ講
座、子育て相談等、それぞれのニーズに合
わせて利用していただく機会を作ること
ができました。 

○遊びなどのクラブ活動では子どもたちが
興味のあることを取り上げ、活動の幅を
広げることができました。 

○中高生世代向けの勉強会では、テスト対
策を行う等、内容の充実に努めました。 

○地域との取組は新型コロナウイルスの影
響でほとんどが中止となりました。そん
な中で 2 月に行われた地域のイベントで
ソーランの発表を行うことができ、子ど
もたちにとってたくさんの人たちの前で
発表をし、地域の方々と交流する機会と
なりました。 

○児童が自分で考え、自分で決めて行動できるよう
に考える時間や大人が決めつけない声掛けをす
ることで、子どもが主体的に活動する姿が増えま
した。 

○異年齢集団での活動を進める中で、高学年児童は
リーダーとして見本・手本となる行動を心がける
ようになり、低学年児童はその姿をお手本とし
て、行動する姿がみられるようになりました。 

○手洗い、うがい、消毒、マスク着用等、感染症対
策を丁寧に行う姿が見られ、自分自身の健康を守
る意識が身につきました。 

○保護者からの個別の相談は優先して対応し、家庭
の状況を知り、保護者の思いを受け止めることで
子どもや保護者との関係構築に努めました。ま
た、小学校や関係機関と連携して支援を継続しま
した。 

 


